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心 の 糧
十二使徒評議員

デ ル バ ー ト:L.ス テ ィ プ レー

ねに偉大 な教 師の生 活を表わ し,新 しい教師 の手引 き となる三 つの要 点を挙つ

げ るよ うに求 め られた時,あ る賢人 は答え た。 「第一一,模 範 によ って教 えな

さい。第二,模 範 によ つて教 えな さい。第三,模 範 によって教 えな さい。」

救い主,イ エス ・キ リス トは世 に知 られ る最大 の模範 であ る。 キ リス トの教 えは

いつの時代 に も耐 え る,そ れは キ リス トの教訓が ご自身 の生活 の模範 に よって強 調

されてい るか らであ る。私 は も し真理 と正義が,現 在 の道徳 と霊性 の衰退 す る時代

に普及す るな らば,我 々個人の生活 の中 に,福 音 の原則 と標準 と理 想に一致 した キ

リス トのよ うな模範 が もっと見 られ るにちが いない と,心 か ら確信 してい る。我 々

は霊を しっか りとつな ぎとめて くれ る係留 を離れ て,た だ人生 の堕 落へ導 く悪の道

をころが り落 ちることはで きない。

この世は,道 徳的に も霊的 にも立派 な人 々,す なわち,神 の戒めを固 く守 り,真

理 と正義の模範 を示 し,し っか りと立つ人 々をさ らに必要 と してい る。

模範 の力は人々が福音を実践す る時 にその強 さを発揮 す る。 なぜな ら,福 音を実

践す る人々は,イ エス ・キ リス トの輝か しい福音 の光 を,他 人 を徳 の道へ と導 くか

が り火の ように,彼 らの顔か ら放射す るか らであ る。
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z 今月の表紙

1820年 春,ア メリカ合衆国西部ニュー

ヨー ク州において,若 き少年 ジョセブ・

ス ミスは静かな森の中でひ ざ まづ き,

「どの教会が正しいか」と神に祈 り求め

た。今月の表紙に描かれたケン・ライ リ

ー画伯の美 しい絵は,世 界各地の教会訪

問者センターで用いられており,訪 問者

センター内では地上に福音が回復された

ことに関する説明がなされている。
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イエス ・キ リス トの教会員 は 「聖徒」 と呼 ばれてい る

か らで ある。

ご存知 のよ うに,私 は長年 の間,140年 間 にわた る

教会 の歴史 を記録す る仕事 に携 わ って きた。 この教会

の質素 な始 まりに関す る記録 を読 みかえす こ とは,胸

が ときめ く思 いであ る。末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教

会 は,ア メ リカ合衆 国,ニ ュー ヨー ク州 セネカ郡 フ ェ

イヤ ッ トにあ るピー ター ・ホ イ ッ トマー ・シニアーの

家 において,1830年4月6日,ジ ヨセ ブ ・ス ミス,オ

リバ ー ・カウ ドリ,ハ イ ラム ・ス ミス,ピ ーター ・ホ

イッ トマー ・ジ ュニアー,サ ムエルH.ス ミス,デ

ビ ッ ド・ホ イ ッ トマーの6名 を もって組織 された。 こ

れ らの6名 はすでにバ プ テスマを受 けていたが,そ の

日再 びバ プテスマを受 けた。

予言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスは次 のよ うに書 いてい る。

「天父への厳 粛な る祈 りを もって集会 を始 め ,我 々は

前 もって与え られた戒め に従 って会 を進 めた。兄 弟た

ちの名を呼び,我 々を神 の王国 の教 えを伝 え る教 師 と

して受 け入れ るか否 か,ま た我 々が受 けた戒 めに従 っ

て教会を組織 し進めて い くことに同意 す るか否かを確

かめた。 これ らい くつかの提議 は満場一致 で可決 され

た。 それか ら,私 はオ リバ ー ・カウ ドリの頭 に手を お

き,「 末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会」 の長老 に聖任

し,今 度 は彼 が私 を同教 会の長 老 の職 に聖任 した。我

々はパ ンを祝 して彼 らと共に食 べ,ぶ ど う酒 を祝 して

彼 らと共 に飲 んだ。 その後,我 々は聖 霊 の賜物 を授 け,

キ リス トの教会員 に確認 す るために,一 人一 人 の頭 に

手 をおいた。聖霊 が我 々の上に豊かに注がれ,あ る者

は予言 を し,ま た我 々は非常に喜んでみな主 を讃美 し

た。」(教 会歴史記録 第一巻P.77-78英 文)

その 日,予 言者 に教会 の記録 を保持 せ よとの啓示 が

与 え られ た。 また この啓示 によ って,ジ ョセブ ・ス ミ

ス ・ジ ュニアーが聖見者,翻 訳 者,予 言者,イ エス ・

キ リス トの使徒,教 会 の長老 と称え られ る ことが知 ら

され た。(教 義 と聖 約21章)

教会 の最初 の大会 は,2カ 月後 の1830年6.月9日,

フェイヤ ッ トにおいて開かれた。 当時 の役員 は,ジ ョ

セ ブ ・ス ミス ・ジ ュニ アー,オ リバ ー ・カウ ドリ,デ

ビ ッ ド・ホ イ ッ トマー,ピ ーター ・ホイ ッ トマー,ザ

イバ ・ピー ター ソンであ り,そ れぞれ,教 会 の長老 の

職 を有 して いた。 この大会 において,サ ムエルH.

ス ミスが長 老に聖 任 され,ジ ョセ ブ ・ス ミス ・シニア

ー,ハ イラム ・ス ミス,マ ーテン ・ハ リスが祭 司に,

202

ハ イラム ・ペ ージ とク リスチ ャン ・ホ イ ッ トマーが教

師 にそれぞれ聖任 された。 この大会終了時に,教 会 に

はジ ョセブ ・ス ミス とオ リバ ー ・カウ ドリを含めて,

7人 の長老,3人 の祭 司,2人 の教師が お り,会 員総

数27名 を数 えた。

オ リバ ー ・カウ ドリは1830年9,月26日 開 かれ た次 の

大会 まで,教 会 の記録 と大会 の集会記録 を保持す るよ

うに任命 を受 けた。それ には会員 が62名 にふ えた こと

が記録 されてい る。

デ ビ ッ ド・ホ イ ッ トマ ーは1831年1月2日,セ ネ カ

で開かれた第3回 目の大会 まで,教 会 の記録 を保持 す

るよ う任命 された。

そ の後教 会 はオハ イオ州,カ ー トラン ドに移 り,そ

こで1831年6月 に大会 を開いた。 その大会で,こ の神

権時 代最初 の大祭 司が聖任 され,ま たすでに監督に召

されて いたエ ドワー ド・パ ー トリッジは副監督 と して

ジ ョン ・コ リル とア イザ ック ・モ ーレーを選 んだ。 こ

れ ら3人 の兄弟達 は教会 の最初 の監督会 を構成 したの

で ある。

1832年1,月25日,オ ハ イオ州 ア云ハ ス トにて開 かれ

た大会で予言者 が支持 され,'大 神権 の管理会長 に聖任

され た。1833年3,月18日 に は,大 管長 ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス,副 管長 シ ドニー ・リグ ドン,フ レデ リックG.

ウイ リアムスによ り教会 の大管長会 が組織 され た。

1833年12月18日,ジ ョセ ブ ・ス ミス ・シニアーが大

祝福 師に召 され聖 任 された。1835年2月,シ オ ンのキ

ャンプよ り帰 ってか ら,カ ー トラン ドにおいて,こ の

神権時代初 の使徒 と七十 人が聖任 され た。使徒 は啓示

によ り選 ばれ,1835年2,月14日,モ ル モ ン経 の三人 の

見証者 によ り聖 任 された。 また最初 の七十人 は2週 間

後 に聖任 された。

教会 はその初期 の時代か ら,会 員一人一人 が こうむ

った数 々の試練 と困難 にもめげず,そ の力において急

速 に発展 して きた ので ある。 この教会 が救 い主,イ エ

ス ・キ リス トの指示 と指導 の もとになす べ き神聖 な使

命 を もってい ること,ま た教会 につけ る主 の計画 を と

どめ るものは何一 つな い とい うことを,私 は全世界 の

教会 員 に申 しあげた い。教会 は天父 のご計画 を成就 ず

るであろ う。世界中 の聖徒達 が,主 の教会 員で あるこ

とと我 々の喜び のために福音 を回復 して くれた予言者

ジ ョセ ブ ・ス ミスの使命 のために主 に感謝 されん こと

を私は望 む次第で ある。 妬
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そ うと繁 っていま した。 ベ ック兄弟は黙 って車 の トラン クを

開け るとシ ャベルを とり出 しま した。私 は不可解 な顔 を して

ベ ック兄弟の後 について行 きま した。ベ ック兄 弟は シャベル

で雪をか きなが ら歩道を作 って行 きま した。雪 が降 ってか ら

ず いぶ ん日が たって いま したが,一 つ二つ足跡 のついてい る

のがわか りま した。窓 の古 い レースの カーテンの陰 にちらっ

と動 く人影が見 えま した。 けげんそ うに こちらを見てい ま し

た。

ベ ック兄弟 は ドアを強 くノックしま した。応えは あ りませ

んで した。 もう一度 ノック しま した。 ゆっ くりと ドアが あい

て,す き間か ら小柄 で髪 の白 くな った老婦人が眼だ けをのぞ

かせま した。

「ディ ビス姉妹 ,新 しい同僚を紹介 します。 サィ クス兄弟

です。 ラマーの息子です 。」 と ベ ック兄弟 は 大声 で言 いま し

た。
し

ディ ビス姉妹 はわずか に口を動か しただけで した。私 は引

き戸を引いて半開 きに し,手 を伸 ば して握手 しま したが,デ

ィ ビス姉妹 の手 には力が こもっていませんで した。

ベ ック兄弟 はも う後 を向いて,シ ャベルか ら雪を と りなが

ら歩 いていま した。 そ して こう言 いま した。 「来月ま た会 い

ま しょう。 それ か ら,デ イ ビス姉 妹,こ んな に雪を放 って お

いてはいけませ んよ。私達 に電話 して くれればす ぐに雪か き

してあげますか らね。」

車 の中で私 は,「 これ もワー ド・テ ィーチングの訪 問です

か」 と尋ねま した。

「もち ろん ,デ ィ ビス姉妹 にとって あれが唯一 の教 会や夕}

部 との接触なんだ よ。私 が訪問 し始 あて数 ケ月間 は ドアに1

て も くれ な くてね え。 まだ家 の中へ入れ て もらった こともな

いんだよ。 しか し,ふ きげんそ うな顔 のシワの間 を注意 して

見 ると,私 達 の訪 問でわずか に赤みが さ して いるのが わか る

よ。 もし私達 が毎月訪 聞 して ドアのす きまか らで もあい さつ

しなか った ら,き っとが っか りす るだろ うね。」

私 達はデイ ビス姉妹 をが っか りさせは しませんで した、

そ の晩,最 後 の訪問 は,ジ ョンソン家で した。毎週 日曜学

校で会 って いま したが,ベ ック兄弟は,二 人の子供 の健康 に

ついて,ジ ョンソン兄 弟の仕事 の状 態 について ききま した。

新 しく同僚 になった私 も加えて,全 員で今月の メ ッセージに

つ いて話 し合 いま した。お祈 りが終 ると,私 達 は子供達 の飼

ってい るネズ ミを見に地下室へ行 きま した。

その後 の訪 問で,ジ ョンソン兄弟 は高校時代 に トロンボー

ンを吹いていた ことがわか りま した。 ベ ック兄 弟 もかつては

楽 団で トロンボ ーン奏者を して いた ことがあ るので,あ る日

不意 に トロンボ ーンを さげて訪問 しま した。 ジ ョンソン兄弟

も長 い間使 って いない トロンボー ンをひ っぱ り出 して きて,

二 人は共演 し,楽 しい時 間を過 ご しま した。

その数年間,私 は メッセ ージを持 ち,そ の伝 え方 をわ きま

え た教師 の同僚 にな ることがで きま した。ベ ック兄弟 の メッ

セージはだれにで もあて はま るものです。 「私達 は心配 して

います。 あなたが私 達を受 け入れ て くだ されば,で きるだけ

の ことを させていただ きたい と思 います。 どうしてです って

?私 達 に とって,あ なたが大切 だか らです。ですか ら心配

す るのです 。」

果ユ タ州
,プ レザ ン ト ・グ ローブで育 った ドウェインJ.

サ イ クス博士 は現在 アラス カ大学土地開発学部長 を務 め,

フ ェアバ ンクス ・ワー ド部監督会 に入 ってい る。

すべての監督が よ り頼 む もの

執 事 に よる心 か らの助 け
ド ロ シ ー0.リ ー

は,我 が家 に生 まれ てきた弟の顔 を妹 たち と共 にのぞ私

き込 んでいま した。私 の家では,男 の子 よ りも女 の子

の方 が多 いため,弟 の生 まれた ことが ほんと うに うれ しか っ

たのです。

悌 を甘 やか して しま うので はないか と思 った らしく,妹 が

こう言 いま した。 「男 の子で たった一つ 困 る一ことは,私 たち

女の子が結婚 して しまった後,お 母 さんのお手伝 いをあま り

しないん じゃないか とい うことね。」

お父 さんが笑 いなが ら言 いま した。 「しか し,彼 は神様 の

家 で大 きな働 きをす ると思 うよ。」

その時 は父 が何を言お うと してい るのか わか りませ んで し

た。 しか し,弟 が12才 の 誕生 日を迎 えた時,私 たちにはその

意味 がわか りま した。家族 そろって 日曜学校 に出かけ,弟 は

聖餐 のパスをす るのです。聖餐 のパ ンと水 をいただ き,天 父

との約束 を新たにす る時,私 たちの心 は感謝 で一杯 にな りま

した。私 たちは,昔 父が言 ったよ うに,弟 が 「神様 の家を助

け る者 」 にな った ことを知 りま した。

末 日聖徒の少年が12才 になる と,す ば らしい ことが起 こ り

ます。MIAに 参 加 した り,ボ ーイス カウ トに入団す ること

がで きます。中で も一番す ば らしい ことは,よ く準 備 してい
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の摂理において,指 導者は時の要求に応 じ教会の行 く主

末を導 くためにたてられる。

イスラエルにおいて管理する者はすべて,そ の時代に必要

とされる特別の適性と才能を持 っていた。

そ してジョセブ ・フィールディング ・ス ミス大管長が予言

者の道を歩むよう召された時も,過 去の例にならった。彼の

声は今や,罪 悪がはびこる世界において試 しと騒乱の時に主

がその民に与えたもう言葉を語 り,お とずれを運ぶ。

霊の力の巨大な柱,堂 々たる指導者,比 類なき指導力を持

つ予言者であるデビド0.マ ッケイ大管長は,伝 道事業を

拡大 し,神 殿を数多 く建て,教 会の組織を調整 して完全なも

のとし,国 の内外に教会の名をとどろかせた。

愛の使徒,柔 和 と寛大の人であったジ ョージ ・アル バ ー

ト・ス ミス大管長は,教 会に愛をみなぎらせ,平 安 と一致の

精神を吹き込み,将 来の進歩と発展の基礎を築いた。

そ して,ジ ョセブ ・ス ミスにさかのぼり,神 は自らジョセ

フ ・ス ミスを指 してこう言われた。 「そは彼の言は,汝 ら全

き忍耐 と信仰とを以て,あ たか もわが口より聞 くが如 く'にこ

れを受け入 るべきなればなり。」(教義 と聖約21:5)ま た,

こうも言明 してお られる。 「されど今の代の人々には,汝 に

よりてわが言を与 うべ し。」(教 義と聖約5:10)

ジ ョセブ ・フィールデ ィング ・ス ミス大管長はどうであろ

うか。主はなぜ彼を教会の大管長に選びたもうた の だ ろ う

か。 このもの静かな93才 の老齢者になぜ王国の巨大な重荷を

肩におきたもうたのだろうか。神の代弁者 という使命を帯び

主の方法により,主 の定められた時に選ばれた教会幹部の兄

弟達に主はなぜ彼を頭 として置かれたのだろうか。

我々は始めに終 りを見ることはできない。また,主 がその

民および世に備えたもうあらゆるものを知ること は で き な

い。あらゆるものに主の御手を感 じ,主 はどのように人を扱

いたもうかを理解できる人々にとって,い くつかの事柄は,

はっきりしている。 嶋

我々の新 しい大管長 は,教 義の第一人者であり,神 学者で
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妻 は幸 福を味わい,夫 も同 じ思 いをす

るで しょう。」

ジェシー ・エバ ンズ ・ス ミスの語 っ

た言葉 は,ジ ョセブ ・フ ィールデ ィン

グ ・ス ミズ大管長 との結 婚生 活 そのも

のであ る。二人 の生活 は,愛,尊 敬,

共 通の趣味 を もつ こと,互 いの よき伴

侶 たる神 と固 く結 びついてい る。 ソル

トレーク市 に住 んで いて,早 起 きの人

々は二人 の愛 と互いの思いや りの姿を

目に して心の暖ま る情景を こう伝 えて

いる。毎朝ス ミス大管長は教会本部か

ら半丁ばかりの所にあるアパートを出

て,交 通量の多いステー ト街を横断す

る。一方,ス ミス姉妹はアパー トのバ

ルコニーに立ち,大 管長が無事に渡 り

姉妹に向って手を振るのを見届けるの

である。

「私は大管長ほど親切で思慮深い人

を知りません」とス ミス姉妹は語る。

1月23日 を境にス ミス大管長と姉妹

の生活はさらに忙 しくなり,さ らに大

きな責任を担 うこととなった。その日

教会の第十代大管長に任命 されたので

あ る。 しか し,ス ミス姉妹 は,生 活が

一変 す るとは思わなか った
。 ス ミス大

管長 は晩 に事務所 を退出す ると,質 素

なが らも落着 いた家庭 に帰 る。そ こは

世界 中を旅 した数 々の記録,家 族の写

真,絵 画,書 籍 のつまった本棚,器 用

なス ミス姉妹 の作 った手芸 品な どで埋

って いる。 だれ もが 「くつ ろ げ る 家

庭」 とす ぐに感 じられ る家 庭であ る。

姉 妹の記憶 によれば,「 生 まれて こ

のか た」 ジェシー ・エバ ンズ とジ ョセ

ブ ・フ ィールデ ィング ・ス ミスはず っ

とお互いを知 って いた。 「私達 は同 じ

20$
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に,バ イオ リン,ク ラ リネ ット,チ ェ

ロ,フ ル ー ト,ド ラムを演 奏 し,一 番

若 いジ ェシーは ピア ノを演 奏 した。

1918年,当 時若 くて魅 力的な速記者

だ ったジ ェシーは,タ バ ナクル聖歌 隊

に加 わ り,そ れ以後半世紀 以上 にもわ

たって隊員 と して活躍 してい る。1923

年 第29代 合衆 国大統領 ウォーレンG.

ハ ーデ ィングの追悼記念式典 が タバ ナ

クルで行 なわれ た。 その時,ス ミス姉

妹 はスカ ウ トに見 出 され,ア メ リカ軽

歌劇 団に加 わる ことになっ た の だ っ

た。

4年 閻,歌 劇 団 と共 に合衆 国,カ ナ

ダを母親 の付添 いを得 て演 奏旅 行 した

間,ジ ェ シーは,ボ ヘ ミヤの少女,チ

ョコレー トの兵士,ミ カ ド,ロ ビン

フッ ド,そ の他多 くの歌劇 の主 席 アル

トをつ とめた。

しか し,ジ ェシーは各地 の聴衆 を前

に歌 ってい る間 も,こ れを生涯 の仕 事

と したい とは思 っていなか った。 ニ ュ

ーヨー クのあ る有 名な声楽 家が メ トロ

ポ リタンオペ ラの試験 を受 け るため も

っと勉強す るよ うに勧 めた時,ジ ェシ

ーは,導 きを求 めて祈 り,祝 福師 の祝

福文 を読 み返 した。 そ こには こう記 さ

れて いた。 「汝 の中 に潜む あ らゆ る素

質 は,主 へ の奉仕 と教 会に役立 つべ く

用 い らるな り。」 その時 ジ ェシーの心

は決 った。 ソル トレー ク市 に戻 り,主

の業 のために自分 の才能を使 うことに

したのだった。

この決意 によ りさ らに大 きな道が 開

けた。 タバナ クル聖歌隊 に 復 帰 す る

と,ソ ル トレー ク市市民歌劇 団に も加

わ り,教 会 のプ ログ ラムや葬式 で数 え

きれ ぬ程 の演奏 を行 な った。(「私 は何

度葬式 で歌 ったか記録 をた どってみ よ

うと思いま した。 けれ どもニケ月 た っ

て,天 で記録 され てい ることに気 づ き

やめま した。」 と語 って い る。一ケ月

に28回 以上 も演奏 した記録 が残 ってい

る。)

1930年 代 にな ると,ジ ェシー エバ

ンズは音楽 だけでな く政治 の面で もそ

の名 を知 られ るよ うにな った。市記 録

官事務局 に勤務 していた時の こと,州
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記録官選 挙に立候補 す ることを決意 し

た。選挙は大接戦で,最 初 は当確 とみ

られたが,結 局10票 差 で落選 した。や

むな く,市 の事務局 に戻 ったが,次 回

の選 挙で再び立候補 し,当 選 した。

ジェシーが ソル トレーク州記録官 と

して働 いてい る時,彼 女 の生活 に,最

近妻 を亡 くした ジ ョセブ ・フ ィールデ

ィング ・ス ミスが再び入 り込 み,ジ ェ

シーの人生 を変え ることとな った。

「教 会歴 史記録者 の署名が必 要な書

類 があ りま したので,私 は歴 史事務局

に電話 して伺 って良いか尋 ねま した。

す ると,ス ミス兄 弟は,.い や 自分が私

の事務所 へ来 ると言 いま した 。」

その 日の夕 方,ジ ェシーが帰途 友

人 に会 って話 を してい ると,そ の友 人

は こう言 った。 「今 臥 ジ ョセ ブ 。フ

ィールデ ィング ・ス ミスがあなた に会

いに行 ったで しょう。」

「ええ
,で もどう して?」 とジェシ

ーは答 えた
。

「今 日
,彼 が街 を歩 いてい るのを見

か けま した。 そ してすれ違 う時,彼 が

あなたに会 いに行 って,あ なたに結 婚

を申 し込む と強 く感 じたのです。」

それか ら数 ケ月.してジ ョセ ブ ・フ ィ

ールデ ィング ・ス ミスはジ ェシー ・エ

バ ンズに結婚 を申 し込 んだ。そ して,

若 く才能豊か な この職業婦人 は人生 の

新 しい次元 を迎 え ることとな ったので

ある。

当時,ス ミス大管長 には11人 の子供

と長女 の子供が二人(長:女 の夫 はその

時学業 で家 を離 れていた)お り,全 員

一つ の家 に住 んでいた
。

ジ ェシーが働 いてい る間,ジ ェシー

の母親 がス ミス家 の料理,家 事をまか

なっていたが間 もな くジェシー ・エバ

ンズ ・ス ミスがダグ ラス通 りにあ るス

ミス家 を切盛 りす るよ うにな った。

手製 のパ ンはス ミス大管長の好物で

ある。彼 は毎週木 曜 日の晩 にパ ンと牛

乳 それにチーズの夕食 を とるのが習慣

である。

「夫は肉を とりません
。私達 は果物

や野菜 をた くさんいただ きます。夫が

ホテルユ汐 で昼食 や夕食を とる時,給

仕 の人 は必ず フル ーツサ ラダとコテー

ジチーズか シ ャーベ ッ トを持 って来 ま

す 。」 とス ミス姉 妹は言 う。

ス ミス姉妹 はス ミス大管長 と共 に世

界中を旅行 し,よ く話 や歌 を 頼 ま れ

る。多 くの場合,ス ミス大管長夫妻 は

デ ュエ ッ トで歌 い,オ ース トラリア,

南 アメ リカ,ヨ ー ロッパ,ニ ュー ヨー

ク,ト ロン ト,ロ サンぜルス等,教 会

の支部や伝道部,ワ ー ド部 やス テーキ

部 の聖 徒達 を魅了 して きた。

ス ミス姉 妹が話 し手 として も多才 な

ことは よ く知 られて お り,若 人 と共 に

度 々証を分 ち合 い,若 人 に対 し活 発な

教 会員で あるよ う,神 殿結婚 の準備 を

す るよ う励 ま しを与 えている。

ス ミス姉妹 の母親 はス ミス姉妹 が家

に連 れて来 る若 い男性達 にどれほど関

心を寄せて いたか の逸話 があ る。 「母

の気 に入 らない男性 を連れ て来 ると,

も う来 て欲 しくないと私 に言 った もの

で した。 『で もお母 さん,私 は彼 と結
の

婚 す るつ も りはないのよ。」 と答 え た

もので した。す ると母 は,『 たぶ ん し

ないか も知れな いわね。 で もお前 が言

えないな ら,私 が言 います 。」 と 言 っ

た もので した。」

ジ ェシー ・エバ ンズ ・ス ミスは母 の

忠告 に従 い,主 に仕 え主 のみ心を行 な

いたい とい う望 み に忠実で あったため

大 いな る祝 福が もた らされ た。 ス ミス

姉妹 は献身 的な伴 侶 と して また協力者

と して夫 と共 に各地 を旅 した。

すば ら しい才 能を分 ち合 うことによ

り,隣 人に対す る奉仕の生活 を豊か に

す ご してい る。また家庭 と家族 に喜び

と幸福 を感 じてい る。 このス ミス姉妹

に対 して,数 々の栄誉 と表彰 が与 え ら

れ てい る。

「幸福 とは したい ことをす るのでは

な く,し た くない ことを して,自 分の

行 為に喜 びを感 じることで あ る。」 こ

れ はジ ェシー ・エバ ンズ ・ス ミスの モ

ッ トーであ る。彼女 の人生 は喜び と物

耳をよ くな した達成感 に対 す る証であ

る。 それは主 のみ心 に従 い,そ れを喜

び とす る者 にのみ,生 まれ るものであ

るσ
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立派な教育を受けた上品な人々ではなく,む しろ粗野で満足

に学校にも行っていない若者を多 く選んだことは驚 くべ きこ

とである。(モ ーセ6:31,1サ ムエル3:1-20,エ レミ

ヤ1:6-7参 照)予 言者 ジョセブ ・スミスは自分のことを

「高い山から落ちて くる巨大なごつごつ した岩,何 かにぶつ

かって行 きながら削 り取 られ磨かれてゆ く」と,表 現 してい

る。 これ らの粗野で教育を受けていない人4に は共通 して,

教えを受け入れるという柔軟な資質があり,神 という陶器師

の手にかかると,す ばらしい神の証人になるのである。

どの予言者 もその時代にふさわ しい特別な仕事に召されて

おり,そ の仕事の性質によって召される人も決まって くるの

は当然である。詩人イザヤは,ウ ジヤの法廷で雄弁に語るた

めに神から選ばれた。奴隷の状態にあった民を神の選民とす

るためには,重 大な決定がなされていたパロの宮殿の内部か

ら立ち上がるモーセが必要であった。

若いジョセブの前に出された最初の仕事は,モ ルモンによ

り刻まれた金版の翻訳であった。

翻訳の仕事

翻訳というと,私 たちは主に文章の構文 と言葉を駆使 し,

高度な技術を要する仕事 と考える。翻訳は単に文法を うんぬ

んすることではな く,原 文が伝える内容と精神をとらえなけ

ればならない。翻訳する言語が古い時代のものの時には,仕

事はさらに複雑を極める。モルモン経の著者はこれ らの困難

に気づいていた。

「さて私たちは,私 たちのいわゆる変体エジプ ト文字を学

んだ知識でこの記録を作 った。この文字は代々私たちの間に

伝わってきて,私 たちの言語が変るにつれて変った……しか

し,主 は私たちが書 き記 したことを知 りたもう。そればか り

でなく,私 たちのほかに私たちの言語に通 じている者のない

ことを知りたもうから,こ の記録を解訳する方法と手段とを

すでに備えておきたもうた。」(モ ルモン書9:32,34)

こうして,だ れ一人 として知る者のない言語で書かれた記

録の翻訳に取り組むという召しが,ジ ョセブに与えられた。

ニーファイ人はエジプ ト文字を使っていたが,そ の書体は彼

らだけに通じるものであった。 このため,熟 練 した翻訳者や

専門的なエジプ ト語学者が知恵と知識をふ りしぼって も,こ

の記録の翻訳には歯が立たないのである。

ジェレドの兄弟は,主 の命令により 「人々の読あぬ言葉 も

212

て」記録 を書 いた。(イ テル3:22)主 は深 い意図 を もって

この命 令を与え られ た。つ ま り,ジ ェレ ド人 の言葉 をい くら

科 学的に研究 して も,こ の記録 の翻訳 はで きない とい うこと

であ る。主 は この御心 によ り,モ ル モ ン経 の翻訳 を助 け るた

め,言 語 学者 が一度 も使 った ことのない2つ の石 に よる解訳

器 を ジ ョセ フ ・ス ミスに与え られ た。予言者 は,こ れ らの石

が ウ リムと トミムを成 す もので ある と説 明 してい る。

神の力と賜とによ り

ジ ョンA.ウ ィツオ ー長老 は こう記 してい る。

「しか しなが ら
,そ れ は逐語訳 ではなか った。予言者 には,

そ の文字 の意味 す るところが ほとんど知 らされ たのであ る。

彼 はそれをで きる限 り適 確な英語 に書 き表 わ した。」

ンドニーB.ス ペ リー博士はこう続けている。

「その時,予 言者はニーファイ人の言語を直観的に悟 るこ

とができ,前 か ら親 しんでいたような気持すらしていた。だ

か らこそ手にした金版に書かれてあることが理解できたので

ある。それから彼は,自 分に与え られた使命を果たすため,

金版に記 された内容を最良の英語に直 した。」

ジ ョセ ブ ・ス ミス は後年何 ケ国語か を学 んだが,一 度 も語

学 の大家ぶ った ことはない。衆知 のよ うに,主 は記 録の翻訳

をす る人を選ぶ時 に,語 学 の賜 を求 め られなか っ た の層で あ

る。予 言者 は,「 神の力 と賜 とによって この記録 を 翻 訳 し

た」 と証 してい る。 ジ ョセブがニー ファイ人の記 した神 の聖

典 を理解 で きたのは,す べて彼 の神 に対 す る信頼,心 か らの

信 仰,そ して高 あ られ た霊性 のゆえんであ る。 そ して 「この

世 の もの」 に対す る執着か らこの霊性 を低 めた時,彼 は翻訳

す ることがで きなか った。 もう一度謙 遜に祈 って始 めて,ス

ペ リー博 士が言 うと ころの 「直観 的 に悟 る」 ことがで きたの

であ る。

神 は,モ ル モン経が正 しい ことと,ジ ョセブが神 よ り召 さ

れて翻 訳の業を な した ことを証 明 して天 よ りこう言 われ た。

「これ らの金版は神 の力 によって世 に示 され ,神 の力 によ

って翻訳 され た。 あなたが 目に してい るこの記録 は正 しい。

わ た しはあなたに命 じる。 あなたが今,見 聞 きす る記録 を世

に伝え よと。」 ・

魯



Ell

つ1興⑦6d44・』yr津:=～芸ミ∠・乙斗渥ぐコ日9咀9由

6Z81蝉婁VE(∂ム∠壬訴きr4q興動`(ヨく4健身。4//畢∩嬰

ユqc-2Rつ写η⑫量=～曾～碧立9〈¢q耳4射母窮謝蝉脅忍製

η妾`q導脅導週ユG⑫04(諏1等権(03`η酵蟹⊇1輿⑦乙尋

E愈学壬[助=～溢¥4惣駿oマ並。4つ皐つ嬰}(ン?⊇通舜母由止

「首⑦〔酵瞥⑦∠ミ芸・乙る渥益`⊇1尊渤勲嘘o享ユ(∂4G<¢黎

qユ6(¢⑫〉懇鈴蜘婁1⑦毒星導画¥9Q=～謝〔巾轄1く一丁ぐ

「oて¢享皐Q蝉酵

`畔⑦逸画¥フ牌γ妾}つ93蝉?つ9q?管Q}(ン碁母謝

由孝蝉Y～Σ勲蔚母ム∠壬孟》⊇騨逸～碧4皐`畔回週=躍軸孝」

(。4つユ9=2ぞ～≧用⊇填!雪⊇搾(1`立虫;皐諏製

軍勲マ《の「。礎臼(¢4弘陛甥⑦錫重申孝くロ孟週灘o(4享立93

別マぐ⑦!y黒宵窪⑦肩.塁一」。4q皐茅混;9=2職'挫立つラ

。享ユ⑦4qユ(ン逸〉早ユ

珊箪墨瀟嶽旦雛4Gつ眸21(巽鰍(o圭}(り妾`週購セ9⑦<一工《冬

「o(¢享⊇.⑦「彦1穿〉ユつ珊母△×4訴y⊇1挫蝉η謎`ツ撃暴

覇」04つ皐俳琶9=2ユ皐(ン瞳顕彰草⊇1罵`§4耳灘4qユ吾

「肖筆房⑦墨薩1⊇2⊇～をγ腔母麹Σ!画¥⑦ユ(剛酵ユ耳皐耳テ04

「1皐〆堵Y勲蚕母単購⑦(ヨ畔」}`二LG購母マフ9(碧≠γ:身曇

牽購潭:¥劇21尊珊判凶坐勲畔喫;L話吊`勲副畢宜ぞ(ンQフ1責

昇⑦挫週耳珊。4つ畢溜糞母牽鴎享ゆ亟=～凶王⊇嘲身♪〉母

平⑦ム芸壬訴y轟)冥遡一創挫(ヨく字丁擁rQ4∩皐q号り嬰ユq

6⊇嘩婁⑦購量⑦ムz4活》罫唾4、挫`=～管Y⊇鷹溺理i。4

り立士i難⑦瞳qr§縣纏1⑦=～暴理[`コ匹こe管～幻.9妾暴轟壬⑦

‡8`母駄¢身吾專4乙4乙曇瑚⊇2=2～を勲蚕母ム∠ぐ

舌訴》。4つユ4ぐラ⑦i蒙輩4吾螺劇母目q皐勲・く一工

く尋訴乙丁蒼'S∀[二4rム

ム〉く壬ムy⑫マ=凋9謝

まさll,∫

∫

・;・一一・

・誉
..,1.多・濾

'・』

躊

覇
タ

・
能

外・'

瓢嬬

幣
凱鍵

　尋

,

縛

曳

,

駕

憾

冒
孫
、
羅
撚

霧

灘
　
講

、驚

轍

爆

鍵

蒙

轟
綻
.

曝
獺

灘

障
彗

、膨

暖鼠

瀬畷
・
.蟻

零

湖

奪

、

、＼

榊
、 獣

∴

菱

.謹

寓

翻
へ

熱

一
「

"

爆

囑

穿

鰯轍

、
ほ

鮮

鵜

げ

罫

臣寒

・

驚

ま

数
熱

一.

藩

憾灘

娯
録

b

至

"

落
E

ー
籔

響

磁

、

・

蔭

・ 編
趣

ン

評

1

鱒

鍍

磯

響

.
篇

、
ノ
ー、
、
樗

'

嘆

・短

、、

、
〉

ム

、

ちi

} ・,
.欝
辮

、膨

ピ

漁

r

硫

ぴ
/

⊇

や

M

達

L

乙
。
ざ

イ

姜

マ

)

×

彰

一

ロ

ム

壬

L

覆

?

∠

)

研

竈

)

弊

享

皿
番

-

漿

、

そ

や

そ

孟

⑦

乙

竈

一

劇

㍊

陽

メ

影

㎎

ビ

を

コ

0

/

⊇

っ

跡

「
鰻

(

匿
鑑
み

獄

乳
鞭
、

ノ
欝

藷

,

汐

勤

隊
爵

講

欄

・
離
慧

悟

ン

(ε二:OZ陽竈=～漿弊)

「/～ζ一孟`享研覆ム×姜
。乙M:21)巽`ユ

Q甲⊇戯劇⑦:?輩竈?壬睡ま=～ざ達`勲穿4

勲蚕蓼禺腰輸ア斗∠丘ギ・×エレ貿丁孝(事」



現われ,バ プテス マおよび その他 の儀式を神 の権能 によ り執

り行な うため,こ の時満 ちた る神権時代 に,地 上 の人 間に こ

の権能 を回復 した時の様 子を話 して聞かせ ま した。(教 義 と

聖約13章,27:8参 照)

8才 の子供 た ちの心は確か に天父 の導 きを受 け るので しょ

う。 ジェーンには,す ぐにこの話 の もつ大切 な意味 がわかっ

たのです。何世 紀 もの間,現 在 のよ うなキ リス トの御名 に よ

りバプ テス マを施 す権能 が この地上 にはなか った ことを理解

したのです。私 たちは教 義 と聖約を開 いて,バ プテスマの ヨ

ハネが ジ ョセ ブ ・ス ミス とオ リバ ー ・カウ ドリの頭 に手 を置

いて言 った言 葉を読 みま した。

「汝 ら,わ れ と同 じ業 に働 く僕 らよ。救世主 の御 名に より

て,わ れ汝 らに アロンの神権を授 く。 こは天使 の 導 き と恵

み,悔 改めの福 音,罪 を赦す ために水 に沈 む るバプ テス マな

どの鍵 を握 る神 権に して ………」(教 義 と聖約13章)

私 たちは,こ の偉大な出来事が起 こる以前,す なわち霊 的

な暗黒時代 に生 きることが どん な状態 かを話 し合いま した。

面接を終えた時,ジ ェーンは,神 権が 自分 のバ プテスマに果

たす役 割に対 して新 しい厳粛 な思 いを もって去 って行 きま し

た。

バプテスマを施すに必要な神権

自分 にバプテスマを施す人について心配 して尋ねたジェー

ンの場合は,普 通とは少 し違 っていました。今まで私が面接

してきた少年少女の多 くは,権 能 とバプテスマの問題につい

てあまり考えていなかったか らです。準備 というすばらしい

機会が,両 親や教師によって失われていることが あ る の で

す。バプテスマを受ける準備をしている7～8才 の子供たち

は,日 曜学校あるいは家庭において,自 分の人生で神権の権

能のもつ重要な意味を理解す るちょうど良い時機に来ていま

す。次にあげる神権に関する3つ の基本的な真理を理解する

時なのです。

1.神 権とは,こ の地上において天父に代わって御業をな

す権利,権 能です。さらに,神 権は天においても地に

おいても存在する神の永遠の力であり,天 父はこの力

とそれを持つ人を,地 上におけると同じように天にお

いても神の御業をなし遂げるために使われるのです。

2.神 権の中にも,昇 進と責任の重 さに段階があります。

214

1～2年 したら神権を受けられるように準備 している

少年は特に,そ れぞれの職に特有の仕事と義務がある

ことを知 らなければなりません。執事は聖餐のパスを

し,断 食献金を集あ,ま た聖餐会のメッセンジャーを

します。教師は聖餐の準備,案 内人を務め,ホ ーム・テ

ィーチングに参加す るという神権の中で大切な働きを

します。また執事の持つ責任をもすべて果たすわけで

す。聖餐を祝福する責任を持つ祭司は,伝 道活動に活

発に働き,バ プテスマを施すことができます。もちろ

ん執事や教師の責任 も果た します。強調すべき点は,

アロン神権はメルケぜデク神権に聖任される準備の段

階であるということです。少年は,自 分に与えられた

責任と仕事を忠実に果たすことにより新 しい責任を受

けるのです。神権の職を全力を尽 して遂行 す る こ と

は,幼 児が座 り,這 い,歩 き,走 り,つ いには競技に

出るようになるまでの過程にたとえ られます。

3.神 権は何世紀 もの間この地に存在 しませんで した。で
も

すか らこの神権が回復 されたことは大きな祝福です。

多 くの少年たちを面接 してみて,私 が想像 していた以

上に,彼 らが神権に関する霊的な意義を理解すること

を知 りました。神権の恵みによりバプテスマは有効で

あり,神 権者は父なる神の真の息子になろうとしてい

ることを教えるべきだと思います。

私がバプテスマを受ける年頃になった時,年 上のア目ン神

権者 に対 して あ こがれのよ うな気持を抱 いたのをおぼえてい

ます。 このあ こが れは段 々大 き くな り,い つか 自分 も彼 らの

よ うになって神権 を受 け,神 権 を尊びた いとい う決心 に変わ

って ゆきま した。子供 たちは,神 権の重要性 とい う基本的 な

ことと,バ プテスマの儀式 を通 して,い か に神権が個人 の生

活 と直接 に結 びつ いてい るかを教え られ天父 のご計画 に一致

した人生 の目標へ 向か うようにな るのです。

「幼 な子 らをわた しの所に来 るままに して おきな さい
。止

めて はな らない。神 の国は この よ うな者 の国であ る。」

(マ ル コ10:14)

※ 開業 医を してい るマル コムS.ジ ェップセ ン兄 弟は,マ

ウン ト・オ リンパ ス(ユ タ)ス テーキ部,イ ース ト ・ミル

クリー ク第8ワ ー ド部 の監督で ある。夫人 との間に5人 の

子供 がい る。
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あていま した。 い くち自分 をなだあた っで,や っぱ りとて も

こわいんだ と思 いま した。 こんな天 気の時 に,と て も探 しに

出 る気持 にはなれませ ん。 で もファンシーは嵐中で危険 なの

です。 ミッチは責任 のつ らさにがまんで きな くな って,き つ

く腕組 みま した。 もう,や るべ きことは一つ です。

雨 が っぱのボ タンを とめ,懐 中電 灯を手 に して,ミ ッチは

ドアを開けま した。 もう何 も考えず,た だ行 くだ けだ と自分

に言 い きかせま した。 ドアを静 か に しめて ポーチをはなれ ま

した。

風で洋 服はひ きちぎれんばか りにな り,雨 は目の中 にまで

入 って きます。懐 中電 灯の光 は暗や みをかす かにて らすだけ

で した。 ファンシーの ことはもちろん,運 よ く家畜小屋 まで

たど りつけた らな あと ミッチーは思 いま した。

ミッチは フ ァンシーの名前を呼 んだ り,口 ぶえを吹 きなが

ら歩いて行 きま した。足が棒 になるまで歩 きま した。 い った

い今 どこにい るのかわか らないため,だ んだん こわ くな って

きま した。 も うどの ぐらい来 たのだろ う。不意 に,ミ ッチは

ぬか るみ に足を取 られで ひざが よろけま した。立 とうとす る

と左 の足首が ズキンズ キン と痛 みま した。 たいへ んだ。 もう

ぼ くはび っこになっちゃったと ミッチは うめ きま した。懐 中

電灯 はすべ ったひよ うしにど こかに落:して しまいま した。

雨 は滝 のよ うに降 り,ミ ッチはいつ終 るとも知れない暗や

みに一人投げ 出され ま した。頭 がポー ッとな って横 にすべ っ

て しまいま した。 もう泥 の中に座 っち ゃお うか と,ぼ んや り

老 えていま した。

しば らくして,ミ ッチは雨が小降 りにな ったの に気づ きま

した。 あおむ けになっていたのです。 眠 っていたので しょう

か。何か ベ トベ トす る ものが,ミ ッチの手 にさわ りま した。

びっ くりして とびの くと,大 きな鼻 を ミッチの首 にこす りつ

けてきま した。 ……フ ァンシーで しょうか。 そ うファンシー

です/

ミッチは手 を伸 ば し,雨 の しず くが したたるファンシーの

首 に抱 きつきま した。 「ファンシー…… ああ,フ ァンシー…

…
。」 と ミッチはむせ び泣 きま した。 ミッチ の顔 はぬれて い

ま した。 それ は雨 の しず くではな く涙でぬれて いたのです。

フ ァンシーがブルブルふ るえてい たので,ど こか小屋 で も

見つけなければ と ミッチは思い ま した。 フ ァンシーのば さば

さ した黒 いたてがみをつかんで,ま っす ぐに引 き寄せ,足 の

痛 さを こらえて二,三 歩び っこをひ きなが ら歩 き だ し ま し

た。で も,そ れ以上 は足が動 きませ んで した。

風 が冷た くな って きま した。寒気が した り,体 がほて った

りしま した。

胸が重 苦 しくな り,足 はガ タガタふ るえま した。 お父 さん

が心配 してい るだ ろ うなと,ミ ッチは考 えま した。

「ぼ くはあ ま り役 に立 たないんだ ね
。」 とフ ァンシーに話

しか けま した。ず いぶん遠 くまで来 て しま ったので しょう。

突然,人 影が ポー ッと現 われ ま した。 ミッチはハ ッと息を

止 めま したが,す ぐうれ しそ うにため息 をつ きま した。お父
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さんだ ったのです。 お父 さん にだかれ なが ら,ミ ッチは目を

つぶ りま した。気 がついて 目をあけ ると,ミ ッチは暖か いけ

れ どか び くさい家畜 小屋 にい ま した。

お父 さんは,「 おまえ はきっと,ぐ るっと輪 をかいて歩 い

たにちがいない。家畜小屋 はおまえのいた所 と家の間にあ る

んだ。 そ うじゃなければ,光 が 見えただろ う。」 と言 いま し

た。

「で もどうや って ファンシーはぼ くを見 つけたんだろ う」

と ミッチは声をつま らせて言 いま した。

お父 さんは,ミ ッチに毛皮 をか け ると,震 えてい るファン

シーの方 に行 きま した。

「ファンシーは家畜小屋 と囲 いの外 を さま よってい たんだ

ろ う。 きっとそ うだ 。」 と言 いま した。 それか ら,フ ァンシ

ーのぬれ た くらを毛布 で こす って乾 か しなが らこ う言 いま し

た。 「今夜 の ことで,お まえをえ ら.いと思 ってい るよ。」

ミッチは心苦 しそ うに言 いま した。 「なぜ?ぼ くが見 つ

け たん じゃな くて,フ ァンシーがぼ くを見つ けたんだ。」

お父 さんは静 かに言 いま した。 「おま えが見つ けたのは,

しなけれ ばな らない ことをす る勇気 なんだよ。 この嵐 の中で

ファンシーは これ以上 は持たなか っただ ろ う。」 そ して ミッ

チを見 なが ら言 いま した。 「さあ,家 に帰 ろ う ミッチ君。子

馬 は もうだい じ ょぶだ よ。」
る

二人 は,家 畜 小屋 の とび らの所で,も う一度 ふ り返 って フ

ァン シーを見ま した。

フ ァンシーはつぶ らな 目を あげて いなな きま した。お父 さ

んは ミッチにほほえみか けて言 いま した。 「みて ご らん。 お

まえは もうプ レゼ ン トを開 けて しま ったんだ。まだ誕生 日 じ

ゃなか ったの に。」
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現在

_の ことを悟 るのに遅す ぎた
一

人 と して,シ ェー クス ピァ

の作品 の中 のカーデ ィナル ・トー

マ スウル ジー とい う,長 い入生 を

三人 の陛下 に忠実 に仕え,富 と権

力を得 て きた人物が あげ られ る。

最後 にな って彼 は気短 かな支配者

に見捨 て られ,そ の心 の痛 手を こ

う訴えて いる。 「おれが陛下 に仕

えたせ めて半 分の熱 意で神に仕え

ていた ら,こ んな年 にな って,素

っ裸 で敵 の中に放 り出 され ること

はなか っただろ う。」(シ ェー クス

ピア 「ヘ ン リー八世 」3幕3場)

あ らゆ る教訓 の中で最 もす ば ら

しい もの は,救 い主 か ら得 られ る

教訓で ある。我 々は仲 間の一 人が

苦 しんで い るのを見 る時,な ん と

しば しば天父の慈悲 に疑 いを抱 く

ことだろ うか。我 々は苦痛 の道 を

通 らず に神 の王国 に入 ろ うとす る

ので ある。世 の救 い主 は,非 常 に

大 きな苦痛,苦 難 を経 ての ちに天

国へ入 られた ことを歴史 は教 えて

い る。我 々は僕 として,主 以上 の

ことを望むべ きで はない。は りつ

けが な くて復 活祭 は行 なわれな い

ので あ る。過去 は我 々の後 にある

もの,そ こか ら学び なさい。

我 々は人生 のハ イ ウエーを走 る

時,後 に何が あ るかを知 るために

バ ック ミラーをのぞかな くて はな

らない。 また我 々の前 に何が ある

占
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成 功
管理監督 ジ ョ ンH.が ンデ ンバ ー グ

々を絶望のどん底におとしいれ我

るものと最 も幸福な状態へと導

く二つの言葉がある。それは失敗と成

功であ鵜 人は,人 生 における失敗者

という烙印を押 されるのをまぬがれる

ために,で きることはなんでもやろう

ζする。そのためには自分 の全時間,

才能,手 段を惜 しまず提供する。彼 ら

は,1大切だと老える計画や事業におい

て成功をおさめるために,身 や心まで

も捧げるのである。そこにしばしば人

生の蒜劇が起 きる。

.成功とは・必ず しも我々がやっての

けたいε思 うことをなし遂げることで

はなく,我 々がなさねばならないこと

をなし遂げることで ある。我々の社会

には,働 きたレ)とも思わず,な んの努

力 もしなし)若者がいる。彼 らは社会か

ら逃避 し無責任な非生産的な人間 とな

って,丁 度野原を風の吹 くままに散 ら

される植物のようにあてのない生活を

送穿誓いるのである。:そしてそのよう

な生活をすればするほど,彼 らはます

ます有意義な人生を送 っていると感 じ

るのである。 しか し,だ れでもそこで

立ち止まって考えてみるな ら,そ れが

間違 っていることに気づ くだろう。昔

か ら言われている二つの格言は,我4

にそれが確かに間違 いであることを教

えてくれる。

「易 きを追い求める者は弱 くなる」

「易 き生活を求める者は,ま ずその

苦 しさを味わえ」

トレーニングを「して筋肉を鍛え,コ

ンデ ィションをととのえない運動選手

は決 して勝つことができない。そのよ

うな人はただ敗北感 と不名誉,み じめ

さを味わ うだけである。我々が日々の

仕事をなすために払 う努力,働 きは,

成功と幸福の基盤 となる。人生を最上

のものにする近道はない。商業,専 門

業,工 業を問わず夢別ある社会では,

年と共に多 くなって くるいろいろな活

動面にあ6て,怠 惰にふけり,最 善を

尽そうとしない若者を必要 とは しな

い。人生の最悪たるこ.とは,失 敗 しな

いこと,す なわち成功を試みないこと

である。言葉を変えて言 うな ら,明 る

さも暗さも知らない,ま たは勝利も敗

北 も知 らないぼんやりした薄暗が りの

中で生活す る ことであ る。

この世 に生 まれ て来 た目的を達成 し

てい る人 々と,人 間と しての使 命を果

たせず にいる人 々 との相違 は,人 生 に

おけ る失敗,辛 苦,困 難が彼 らに とっ

て重荷 にな ってい るか,進 歩へつ なが

る道 の道 しるべ になってい るか によ る

のであ る。我々は困難 を克服す ること

によ って,ま たそれ らを我 々の心 に徳

性 と強 さを与 えて くれ る,人 格形成上

の一経験 と して生 かす ことによって強

くな る。

予言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は教会を設

立 す るまで,非 常 に多 くの 試 練 を 経

た。 それゆえ設 立 された教会は滅 され

る ことのない強 固な ものであ った。 ジ

ョセブと同僚数人 が ミズー リー州 リバ

テ ィーの牢獄 に捕 われて何ケ月 もた っ

たのち,ジ ョゼフは忍耐 の限度を越 え

た と悟 った。 しか し,彼 自身 も聖徒 た

ち.もど うす る こと もで きなか っ.たので

あ る。 そ こで ジ ョセブは,聖 徒 や指導

者 たちのために,次 のよ うな 言葉 で主

に嘆願 した。 些

「おお神 よ,汝 は何所 に在 し九 も う

2is
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教師 よ,生 徒 たちに こう言え るよ うな生活 を しなさい。

わた しに従いなさい

ロ バ ー トA.ベ ア ー ド

裡

師の間でよくこういう質問を耳に します。 「私が心か
教
ら生 徒 たちを思 ってい ることを示 すに は,ど うした ら

よいのだ ろ うか 。」 答 えは簡単 です。 「関心 を示 しな さい。」

しか し,こ れ を実行す るのはむずか しい ことです。

次の場面を老 えて下 さい。

まず最初 に,道 に迷 い,う つ ろな心で歩 いている人 が,ふ

らふ らしなが らも一生 けんめい に家路 に着 こうとしてい ると

ころを想像 して下 さい。教 師あ るい は友人 らしき人が こう彼

に教 えます。 「教 会へ行 き,バ プテスマの ところを右 に曲 り

なさい。 それ か ら日の栄の王国 に向か って13歩 進 み,4つ の

儀式 を通過 しなさい。 あ るい は6つ あるか もしれません。途

中ですべ ての人 を愛す ることを忘れ ないで下 さい。話 はまだ

残 っていますか ら,静 か に して よ く聞いて下 さい。家へ帰 る

途 中でか な らず神殿 を通 って下 さいね。そ して特 に道で会 う

すべ ての正 しい人 に従 って下 さい。 そ うすれば,い つの 日か

家 にたど りついて,平 和 と安 らぎを得 ることで しょう。」

関心 を 「示す 」

上の話をよきサマ リヤ人(ル カ10:33-36)の 話 と比較 し

て下 さい。言葉を少 し変えてみるとこうなります。 「あるサ

マリヤ人が彼を見て気の毒に思い,近 寄 ってきてその傷にオ

リブ油 とぶどう酒 とを注いでほうたいをしてやり,自 分の家

畜に乗せ,宿 屋に連れて行 って介抱 した。翌 日,別 れ際にサ

マリヤ人はお金を取 り出 して宿屋の主人に手渡 し,rこ の人

を見てやって下さい。費用がよけいにかかったら,帰 りがけ

に,わ たしが支払います』と言った。」

このたとえ話に出て くるサマリヤ人の取った態度に注 目し

て下 さい。彼は傷ついた人の世話をし,必 要なお金を払い,

なすべきことをすべて しました。恐 らく,こ の傷ついた人は

回復 して家へ帰れたことでしょう。 自分にできることをすべ

てした後 も,サ マリヤ人はさらに助けを与える必 要 を 感 じ

て,用 事を終えて再び戻って来た後の援助まで申 し出たので
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「わ た しの くび き は 負 い や す く
,

扶助協会中央管理会会員

ア リ スC.ス ミ ス

(1969年10月1日,扶 助協会年次総大会における役員会席上での話)

すべて重荷を負うて苦労 している者は,わ たしのもとにきなさい。あなたがたを休ませてあげよ

う。わたしは柔和で心のへ りくだった者であるから,わ た しのくびきを負うて,わ た しに学びな

さい。そうすれば,あ なたがたの魂に休みが与えられるであろう。わたしの くびきは 負 いや す

く,わ たしの荷は軽いからである。(マ タイ11:28-30)

何鵠 籍 議 器:翻鰍 警言薯灘
ます。

かわいたガ リラヤの丘 に登 って,あ るい はユダヤの汚 ない

道端 で,イ エスはあ らゆ る貧困や病 気,苦 難を 目にされ ま し

た。悔 い改 めを した罪人,し ない罪人,ま た苦 しんで いる人

々がい ることをお知 りにな りま した。 .これ らの経験 と深 い思

慮 が,あ われみ深 い 「わた しの もとにきな さい」 とい う言葉

を言 わ しめたのです。

1830年,予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミスは,神 を 「変わ ることな

き同 じ神」 と宣言 しま した。 この ことか らも,1843年7月28

日に16入 の扶助協 会の姉妹 が,「 貧 しい人,悩 める人を探 し

出 し,あ らゆ るものの貧困を救 うため に」召 された ことは不

思議 ではあ りませ ん。(ア ミー ・ブ ラウン ・ライマンによる

「国家婦 人の扶助協会の歴 史」英文P .29)何 百 万 とい う当

時の世 界にあ ってわずか16人 です。 しか し,始 めなけれ ばな

りませんで した。1843年 に16人 だ った人数が,現 在 では正 に

10万 を越 え,将 来 は20万 に も200万 に もなろ うと し て い ま

す。

数 週間前,私 は扶助協会でず っと活発 に働 いてい るす ば ら

しい友 人に会いま した。私 は彼女が大好 きなので,会 えた こ

とを非常 に うれ しく思い ま した。彼女 の近況 について知 りた

いと思 い,現 在教会で何 の責任を受 けてい るか と尋 ね ま し

た。 しば らく考 えてか ら,彼 女 は こう言 いま した。 「そ うね

え,た だ の家庭訪問教師 なのよ。」

ただ の家庭訪問教師だ なんて./彼 女 と別れてか ら私 は こ

う考え ま した。彼女が次 の家庭訪 問教 師会 に来 て,救 い主か

ら次 のよ うに言 われ た らど う思 うだろ うか と。 「あなた に私

の使 いを して もらいたい と思 います。 あなたが担 当す る地域

の女性 たちに,私 が彼女 たちを愛 し,彼 女 たち とその家族の

生活 に心 を留めてい ることを話 していただ きたいのです。私

の助 け手 と して,こ れ らの姉妹 を よ く見守 り,す べて私 の王

国 に入 れ るよ う心を配 って下 さい 。」

家庭訪 問教 師会の後 で会 っていた と した ら,彼 女 の答え は

違 った ものにな っていた と思います。彼女 は,あ たか も救 い

主 とまみえ るように して,主 の神権を通 して召 され たので は

な いで しょうか。私 た ちの訪問教師は,こ の責任をつ ま らな

い仕事 と感 じていますか。あるいは,救 い主から与えられた

すばらしい霊的な祝福であり特権であると考えていますか。

訪問教師には,助 けを必要としている人々を探 し出すとい

う大 きな責任が与えられています。さらに,他 の人がまた神

様が姉妹たちに関心を持っていることを,訪 問を通して知 ら

せ るのです。

訪問教師は,担 当する地域でだれ とでも最良の友人 になら

なければなりません。個人的に親 しくしなさいというのでは

なく,よ き友:になることです。

ここに出席 していらっしゃる姉妹たちは最良の友を持 って

おられ ると思います⑱で,私 が言わんとしていることを理解

して下 さると思います。最良の友とは,自 分の秘密を打ち明

けて も大丈夫な人です。友 に起 こったすべてのことに関心を

示す人であり,助 けの必要な時にいつも助けを与 え る人 で

す。

私は,最 良の友を訪ねて顔を見るだけで,心 の暖まる思い

がします。彼女が ドアを開けて中に入 りなさいと言 う'まで待

つのがもどか しく感 じられるものです。彼女 に会えたことを

喜び,お 互いに愛を深め合 うのです。

訪問教師は,自 分が訪問する先の姉妹たちに私のような気

持を起 こさせる必要があります。月の終 りになってあわてて

訪問先に駆けこみ,次 のように言 う訪問教師であってはいけ

ないのです。 「時間がなくてね。あなたな らメッセージは読

んでいるで しょうし,私 よりもよく知ってらっしゃるで しょ

う。それに,メ ッセージはあなたにとってそれほど必要 じゃ

ないみたいだわ。その後どうですか。じゃ,ま た扶助協会で

お会いしましょうね。」 訪問 した姉妹 とその家族を祝福する

ような愛を残 して こなければいけないのです。そして,特 に

親 しくして立ち入るのではなく,よ き友 にならなければいけ
.ません
。

数年前のこと,扶 助協会が終 って教会か ら帰ろうとしてい

ると,訪 問教師が私を呼び止めて言 いま した。 「アリス,あ

なたはすべて足 りているようだけれど,何 か私にできること

はないかしらQ」
「いいえ,あ なたは毎月私のためにいろいろなことをして

くれているじゃないの。愛あるメッセージを持ってきて くれ

るで しょ。あなたが私 と家族 に関心を示 して くれるおかげで

zzz
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キ夏濃 轟1徽 灘 鷺 森慧雛

んで行 きま した。一番上 のデ ビ ソ ドが最初 に ドアの取 っ手 を

つか んで,思 い切 り ドアを開け ま した。急 いで置 いて行 った

ら しく,ク ソキーの入 った お皿が玄関 の上 り口でまだ揺 れて

いるのを見て,子 供 たちは大喜 ひです。び っ くりしたの と,

喜 んだの とで,子 供 た ちは大騒 きで した。 それか ら,ク ッキ

ーにつ いて いた紙 を大 きな声で読み始 めま した
。

今晩 の家庭 の夕べで,

こ の ク ノキーが お役 に立 ちますよ うに。

大好 きなお友達 とこの ク ッキ ーを分け合い たいと思 い

ます。

で も,私 たちがだれだかわか らな いと思 います。

まぼろ しの家族 より

224

私たちの驚きが治玄る頃には,も ちろんまほろ

しの家族 はすっか り消えた後で,一 体 だ れ な の

か,と んな車 に乗ってどこへ去 ったのか,全 然手

がか りはありませんで した。思いかけないお菓子

があったり,と りわけだれかの暖かい思いや りの

心 を受 けて,そ の晩 の家 庭の夕べ は言 うまで もな く特別

な もので した。 それ で も,4入 の小 さな息子た ちは,一

体 だれなのかそ の後 もず っ と気 に していま した。

知 られざる愛の行為

翌日のプライマリーか らその週ずっと,子 供 たちはい

ろいろと調べてまわりま した。友達に尋ねたり,近 所の

人か ら手がか りを集めたりして確証を得てきました。次

の日曜 日,断 食集会の時に,だ れかがパイを玄関のところに

置 いて行ったと話 している家族がいま した。その家族は,遠

い所か らお客様を夕食に迎えた時のように,驚 き喜んだ こと

で しょう。やがて,ワ ード部の会員たちは贈 り物についてい

た手紙の文面を比べたり,い ろいろと取 りさたするようにな

りました。

それ以来,多 くの家庭はいろいろな理由をつけて,ご ちそ

うを用意 しては匿名で配 り始めました。ごちそうについてく

る手紙は次のように変わっていました。 「私たちはあなたの

家族が大好 きです。あなたの家族が同 じワー ド部にいること

をうれ しく思います。」 「主の御業のためにいつも働いて下

さいますことを感謝 しています。」 話やレッスンでもこの行

為を勧めるようにな りました。また,だ れかが良い模範を続

けていることを認めてというそれだけの理由で,ご ちそうが

置いて行かれま した。多 くの人々が互いに受け取 ったり,与

えたりしては不思議がっていま した。(ワ ー ド部の区域が広

いため)会 員の家庭を行 き来する時は主に車を積 うことから

車か重要な手がかりとなってきま した。子供たちは,教 会に
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日本西部伝道部だより

沖 縄 地 方 部 大 会

新 しく日本西部伝道部になり,日 本中央から次第に遠

ざけられて行 くのをさびしく思っていました。

ところが間もな くそのような気持ちは人間としての単

なる思い過ごしにしかすぎない事が明らかになってきま

した。

3月15日 付けで新伝道部長に渡辺騨兄弟が召されたと

の知らせを受け,こ れまでのさびしさが一変 して喜びと

なりました。たちまち会員達は喜びが胸に満ち,天 父な

る神様への感謝の気持が大きくなりました。 どの兄弟姉

妹も早 く伝道部長さんにあいたいと心まちに待 っていま

した。

大会までに幾度 とな く 「渡辺伝道部長さんはいついらっし

ゃいますか」という問が,あ ちらこちらからきかれる程で し

た。伝道部長を待ちのぞむ気持ちは神様にも通じて,6月 の

27日,28日 の大会は一堂に集 った1人1人 の会員達が霊感さ

れ,信 仰深い伝道部長の霊的なメッセージに感銘 致 しま し

陣 艶 ご

!

ダ

普天間支部のメンバー

会 見 記

畷 ・

山下姉妹一ジョンソン長老

JE.こ ん に ち は 山下 姉 妹,今 日は 何 に つ い て 話 して 下 さい ます か?

Ys.こ ん に ち は,今 日は,プ ラ イマ リー に つ い て 少 しだ け お話 し た

の と思 い ます 。

JE,プ ラ イ マ リー?プ ライ マ リー とは 何 で す か?

Ys.普 通,そ れ は,初 等 協 会 と呼 ば れ て い る子 供 達 の た め の プ ロ グ

ラーで す 。

JE.プ ライ マ リー は 福 岡支 部 で い つ か ら始 ま りま した か?

Ys,今 年 の6月 の第1土 曜Eiか らで す 。 つ ま りユ970年 の6月6日 に

私 た ち の支 部 で,第1回 目の プ ライ マ リー が 始 ま りま した。

JE,そ れ は記 念す べ き 日で す ね 。 世 界 的 に は,何 時 か らプ ライ マ リ

ー が プ ログ ラム さ れ ま した か?

Ys.1878年 の8月 で す 。

JE,プ ライ マ リー の 大 き な 目的 は何 だ と思 いで す か?

Ys,そ うで す ね,大 き な 意 味 で は この プ ロ グ ラム は永 遠 的 な意 味 を

も って い ま す ね 。 つ ま り子 供 た ちが 主 の み前 に於 い て い つ も直

ぐ従 順 に 育 つ た め だ と思 い ま す 。

JE.プ ライ マ リー の 役 員 につ い て 少 し説 明 して頂 け ま す か?

Ys.会 長 は私,第1副 会長が高木姉妹,第2副 会長がファーブル姉

妹,そ れから書記が森姉妹です。皆さんは子供達についての豊

富な経験を一人一人がもっています又,会 長会のすばらしい助

け手として渡辺姉妹には本当に感謝しています。

JE.ま た,そ の最初のプライマ リーには,ど んなことを会で教えま

したか?

X26

霊感あふるるメッセージをのべる伝道部長

た。 うえ,か わ いていた兄 弟姉 妹達 に霊 の糧 を豊 かに得 させ

て下 さいま した。

今や会員達 の心 は,は げ しく燃え あが って います。 これが

やが ては,日 本西 部伝道部 の大 きな発展 につなが るもの と確

信 しています。

蓼

ll麺矯 響

鞭

那覇支部のメンバー

'雛

.議

Ys.ま ず,最 初に教会の名前,ジ ョセブ・スミスについ,お 祈 りす

る事そしていつも敬慶な気持をもつ事,両 親を敬う事等を教え

ました。

JE,そ して,そ れ以外には?

Ys.こ の 日を記念するために,子 供達みんなでみかんの木を植えま

した。その他にナス,キ ゥリ,ト マ ト,そ れからコスモス等で

すね,も うこのコスモスは少 し咲き始めているようです。

JE.そ れは,と ってもすばらしいことですね。 この植物を植えると

いうことは何か特別にすばらしい意味があると思いますね。

Ys.そ れ は色々な意味を子供達に教えて くれると思います。木が大

きく育つのと同じ様に自分自身 もよく成長することが出来る様

に又子供達なりに 「育てる」ということのすばらしさをもわか

ってくれると思います。

JE.最 後 に,こ れからのプライマリーに対 して,あ なたはどのよう

な期待をもっていますか?

Ys.あ の …,ま ず,も っともっと沢山の子供達が集 って欲 しいと思

います。そして,そ うするうちに子供達の御両親方が教会につ

いてもっともっとよく理解 して頂けるようになれたらよいと思

っています。そして,子 供達がこのプライマリーをとおして,

巣立ち,立 派な神権者へと成長 してゆくことを望んでいます。

JE,す ば らしいことですね。多分 この聖句が関係あると思いますが

読んで頂けますか?

「この故に悔い改めて,幼 な子の如 く,我 に来たるものは我こ

とごとくこれを受け入るるべし,か かるものはすでに神の王国

に居るものと同じなればなり」ニーフ アイ第3書9章 一22節 。

一 日本西部伝道部のページー
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日 本 伝 道 部 だ よ り

東京第ニ ワー ド部 の バ プ テ ス マ

東京第ニワー ド部において,数 多 くの求道者がすべてのレッスン

を終え,ま たバプテスマの面接さえ終 っている人たちがあったが,

教会に入る決心をためらっていた。そしてすばらしく見えた人たち

も次第に離れていった。

なぜか?宣 教師のせいだったのか?会 員あるいは単に環境のせい

であったのか?そ の原因を確かめようとして,ビ ルス伝道部長は6

月19日 の朝,そ の地区の8名 の宣教師 と会った。伝道部長は宣教師

にお互いの欠点やささいな癖を許 し合 うように,そ して100パ ー セ

ントの宣教師となる努力を し,宣 教師がまちがっているという可能

性を取り除 くことによって,伝 道部のプログラムを心から支持する

よ うにとチャレンジを与えた。

宣教師はそのチャレンジを受け,伝 道部長が レッスンの進んだ求

道者のすべてを伝道本部に招待 してバプテスマを受けるようすすめ

るという,予 め抱いていた老えを紹介した時に非常に熱意を示 した

のである。宣教師の言葉によって証の火をともされた人々はさらに

大きな証を得て,バ プテスマを受けたいと望むようにな るで あ ろ
.う
。

その会は6月22日 に開かれ,9名 の求道者が出席した 。その うち

の1人 は第1課,も う1人 は第2課 の家庭集会しか受けていなから

たのである。従ってその夜,近 くバプテスマを受けるよ うすすめら

れた求道者は実際7名 であった。

菊地第一副ステーキ部長が最初に話をした。彼は自分の改宗談と

強い証を述べ,ま た多くの若い人達が人生の目的を知らないことに

ついて語 った。彼は集まった人々に,救 い主の教えを受け入れて従

うならば,人 生の真の目的を知ることができると約束した。

ビルス伝道部長は,は じめに次の点を強調した。日本に来ている

宣教師は一円たりとももらっていないので,お 金のために来ている

のではなく,福 音が真実であることを知っ.ている故に来たこと,そ

してその福音を日本人に分かちあいたいこと,私 達がみな兄弟姉妹

であることを日本の人々に知 ってほしいことなど。

小林重次兄弟 鴇崎正夫兄弟
石川澄美江姉妹 石川百合姉妹 田中ひろみ姉妹

長 した時にどのようにふるまったかを彼は知っているからである。

それと同じように,前 世で私達はみな主と共にあって,主 により育

てられた。当然のこととして,天 父はだれが天父の御許に帰るかを

知 っておられるのである。しかし,天 父のいく人かの子供達が御許

に帰らないなら,天 父は非常に悲しまれるであろう。

ビルス部長はまた非常に強い証を述べて,求 道者の人 々に,福 音

が真実であると感じたらす ぐにバプテスマを受けるようにと強くす

すめた。すぐにバプテスマを受けることにより,彼 らはサタンとそ

の悪巧みに打ちかつことができるであろう。

■

最後にビルス姉妹が話をした。彼 女は福音が彼女の生活の一部に

な っていることまた福音が自分を他の人達 と違 ったものにしてくれ

たことを感謝していると述べた。

この集会の効果はす ぐに表われた。祈 りを終 ってす ぐに,一 人の

若い女性が宣教師のところへ行って,バ プテスマを受けたいと言っ

た。

二人の若い女性はすでにバプテスマを受けたいと望んでいたが,

両親の許可が得 られないでいた。 しかし,二 人の信仰と祈りによっ

て両親はバプテスマを許して くれた。二人の青年がバプテズマを受

け,残 りの二人も後にバプテスマを受け,そ の結果7名 全員がバプ

テスマを受けることになったのである。

ビルス部長は,彼 の家族と主の家族とを比較することにより次の

ことを指摘 した。彼の家族は主の家族と同様に散らばっていて,お

互いに離れて生活しているけれども,子 供達がどのような生活をし

ているかを彼は知ることができる。なぜな ら,以 前に子供たちが成

「羊は彼の声を聞く。そして彼は自分の羊の名をよんで連れ出す」

これら7人 の若い人々はすすめを受け入れて,天 父の唯一真の教

会,末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会に入 るバプテスマを受けた。

猶

東京 ワー ド部 の

コンピューター,電 話設備を中心に電

子器具販売工事を大きく営んでいらっし

ゃる会社の社長さんが,6月 にバプテス

マをお受けにな りました。

猪俣勝彦兄弟はこの3月 商用でハワイ

に立寄 り,ふ とハワイ神殿を訪問し,モ

ルモン経を知りました。一冊買おうとしましたが,わ ずか85セ ン ト

(日本語版)だ と知 り,こ れはなにかのまちがいではな い か と思

い,そ の時は買いませんで した。東京に帰 って一週間程 したある日

交通の激 しい通 りを車で走 っていました。

その時,東 京ワー ド部の入口に立 っている2メ ー トル以上の大き

バ プ テ ス マ

モルモン経の看板を見つけました。 これはハワイ神殿で見たのと同

じ本であるとわかり,運 転手に車を止あさせました。モルモン経を

買おうと中に入っていき,福 音の紹介を受け,第 一回 レッスンの約

束をし,約 一時間後にでてきました。猪俣兄弟は最初から熱心な求

道者でした。2ヵ 月の勉強の後,6月6日 バプテスマを受けました。

奥様と2人 の十代の息子さんは,彼 と一緒に,バ プテスマを受け

ませんでした。家族の長として,最 初にバプテスマを受けることに

よって導 くのが自分の責任であると感じました。

猪俣兄弟はこうおっしゃっています。

「バプテスマはすばらしいことです。私の家族ができるだけ早 く

バプテスマを受けるよう希望 しています」

228 一 日本伝道部のページー
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搾 意

知 る人がふ た りい る

リチ ャ ー ドL.エ バ ン ズ

「私 か学校 へ行 く時、 父は私 に ・何 を考 え、何 を しよ う とも、 それ を知 る人か

ふた りいる。 それ はお まえ と私 た ちの御 父 た』 と言 いました」。 ある息子 かこう

語 っ た。 と りたてて 目新 しい言葉 てはな い。 たか それ は我 々の持 つい くつ かの

間題 を解 く答 えて ある。世 の人 々 に知 られ な くとも、家族 や友 に知 ちれ な くと

も、知 って いる人かふ た りあ る。 そ して た とえ永遠 の記録 や生 け る神 や 自分 と

神 との関係 を認 め ない入 てあって も、我 々 かよ く承 知 してい るよ うに、人 はみ

な 自分 自身 に関 す るこ とを自分 て よ く知 っ てい るの で ある。 さて、何 か の問題

に関 して 、 それ は戒め を守 らない人々 の問題 て もよい、 また戒 め に気 づ かない

人々 につ いて か もしれな い。 あ るいは正直 、徳 、道徳心 、 時 によってみ かかれ

て きた標 準 や 自制 を忘、れ去 って、思 うままにふ るま う人、楽 しいか ら とい う理

由た けで物事 を行 な う人々の問題 か もしれ ない。 それ らの 問題 に関 して考 えて

み よう。彼 らは望 む ままに生 きて、 なぜ幸福 では ないのか。彼 らはなせ い また

に内 なる 自己 と争 い、不安 や不満 、 自己欺 まん、呵責 を感 じるのて あろ うか。

エ ルバー ト ・ハバ ー ドは その ひ とつの 答 えを述 へ た、「人 は罪 を罰せ られるのて

は な く、 罪 に よっ て罰 せ られ る」。 あ る意 味 で、 そのようなお きて は 自 ら働 くの

であ る。 人本来 の性質 に よ り、人 はその あるか ま まの者 で しか な い。 もしある

道 を行 くな ら、 その結 果 か得 られ 、他 の道 を行 くな ら他 の結 果 か得 られ る。 人

々 は さまざまな教 えや訓練 を受 けて きたか、光 にそっ た生 活 であれ反 した生活

であれ、 そこ には根本 的 な何 もの かか働 いて、 との よ うに生 きるかに よ り、幸

不 幸 、苦楽 、 自尊 あ るい は呵責 、 品性 な とか定 ま るの であ る。 内 なる 自尊 の心

と平安 を得 るには、 たたひ とつ の道 しかない。 神 の勧 め に反 した生活 によって

は、 それ は決 して得 られないのである。 は じめの言葉 にか えろ う。 「何 を考 え、

何 を しよ うとも、 それ を知 る人 かふ た りい る」。 もしひ と りだけ しか知 っていな

い とす るな らば、 それ は まっ た くあ てにな らぬ賭 け であろ う。
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